
H26 建設部門施工計画 Ⅲ-１ 

 

１  は じ め に  

 長 く 続 い た 建 設 不 況 は 、 建 設 業 界 に 建 設 集 業 者 数 の 減

少 と 高 齢 化 を 招 い た 。 一 方 、 大 規 模 自 然 災 害 に 対 す る 防

災 ・ 減 災 対 策 や 社 会 イ ン フ ラ の 老 朽 化 対 策 、 東 京 オ リ ン

ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ ッ ク 関 連 の 工 事 な ど 、 今 後 建 設 工 事

の 増 加 が 見 込 ま れ て い る 。  

 こ の よ う な 状 況 下 に お い て 、 建 設 現 場 に お け る 生 産 性

向 上 を 図 る た め に 、 そ れ を 阻 害 す る 要 因 と 、 そ れ に 対 す

る 解 決 策 に つ い て 以 下 に 述 べ る 。  

２  建 設 現 場 に お け る 生 産 性 を 阻 害 す る 要 因  

( 1 )  技 術 力 の 低 下  

 技 術 力 は 、 品 質 や コ ス ト な ど と と も に 、 生 産 性 を 支 え

る 基 本 と な る 要 素 で あ る 。 し か し 、 現 状 の 建 設 業 の 技 術

伝 承 は Ｏ Ｊ Ｔ （ 現 場 教 育 ） が 主 体 で あ る こ と か ら 、 不 況



に よ る 現 場 減 少 と 若 年 入 職 者 の 減 少 に よ る 年 齢 格 差 拡 大

の た め 、 技 術 伝 承 に 支 障 が 生 じ て い る た め 技 術 力 が 低 下

し て い る 。 こ の こ と が 、 生 産 性 向 上 を 妨 げ る 一 因 で あ る

と 考 え る 。 こ の こ と か ら 、 生 産 性 向 上 の た め に は 、 現 在

の 建 設 工 事 の 状 況 に 適 合 し た 技 術 伝 承 シ ス テ ム と す る こ

と が 必 要 で あ る 。  

( 2 )  重 層 下 請 構 造  

 建 設 業 に お け る 重 層 下 請 構 造 は 、 生 産 性 向 上 を 妨 げ て

い る 。 な ぜ な ら 、 下 請 構 造 の 末 端 に 位 置 す る 業 者 は 、 生

産 性 向 上 を 含 む 各 種 の 指 示 が 徹 底 さ れ な い 可 能 性 が あ り 、

責 任 も 希 薄 と な る た め で あ る 。最 近 の 仕 事 量 の 増 加 か ら 、

外 注 に 対 す る 依 存 度 が 高 く な っ て い る こ と が そ の 傾 向 を

顕 著 な も の に し て い る 。 こ の こ と か ら 、 生 産 性 向 上 の た

め に は 重 層 下 請 け 構 造 を 是 正 が 必 要 で あ る と 考 え る 。  

( 3 )  技 能 者 の 高 齢 化  

 近 年 の 建 設 業 就 業 者 数 の 減 少 に よ り 、 建 設 作 業 に 従 事

す る 技 能 者 の 高 齢 化 が 進 ん で い る 。 技 能 者 は 建 設 作 業 に

お い て 直 接 作 業 に 従 事 す る こ と か ら 、 技 能 者 の 高 齢 化 は

建 設 工 事 に お け る 生 産 性 に 大 き く 影 響 す る 。 こ の こ と か

ら 、 生 産 性 を 向 上 さ せ る た め に は 、 建 設 現 場 に お け る 技

能 者 の 高 齢 化 構 造 を 是 正 す る こ と が 必 要 で あ る と 考 え る 。 

３  上 記 要 因 に 対 す る 方 策  

( 1 )  効 率 的 な 技 術 伝 承 シ ス テ ム 確 立  

 効 率 的 な 技 術 伝 承 シ ス テ ム を 確 立 し 、 技 術 力 向 上 を 図



る べ き と 考 え る 。 具 体 的 に は 、 Ｏ Ｆ Ｆ － Ｊ Ｔ （ 現 場 外 教

育 ） と ナ レ ッ ジ マ ネ ジ メ ン ト （ 暗 黙 知 を 形 式 知 に 変 換 す

る シ ス テ ム ） の 活 用 で あ る 。 ま ず 、 Ｏ Ｆ Ｆ － Ｊ Ｔ で 基 礎

的 知 識 や 体 系 的 知 識 を 修 得 す る 。 そ の 後 、 Ｏ Ｊ Ｔ で 実 戦

的 知 識 を 習 得 し 、 再 度 Ｏ Ｆ Ｆ － Ｊ Ｔ で 知 識 の 裏 付 け を と

る 。 加 え て 、 一 対 多 の 技 術 伝 承 を 可 能 と す る ナ レ ッ ジ マ

ネ ジ メ ン ト を 併 用 す る こ と に よ り 、 今 ま で の 技 術 伝 承 と

比 較 し て 、 速 や か に か つ 効 率 的 に 、 技 術 伝 承 を 図 る こ と

が 可 能 と な る 。 こ れ に よ り 、 技 術 力 向 上 が 期 待 で き る 。  

( 2 )  重 層 下 請 け 構 造 の 是 正  

 重 層 下 請 構 造 を 是 正 し 生 産 性 向 上 を 図 る べ き と 考 え る 。

具 体 的 に は 、 給 料 制 や 保 険 加 入 な ど 職 員 待 遇 の 改 善 に 前

向 き な 下 請 業 者 の 優 遇 で あ る 。 例 え ば 、 そ の よ う な 下 請

業 者 を 使 用 し た 元 請 け の 検 査 点 数 の 割 増 を す る 方 策 や 、

総 合 評 価 の 加 点 要 素 と す る な ど で あ る 。 こ の よ う な 具 体

策 に よ り 、 下 請 け に よ る 給 料 制 や 保 険 加 入 を 促 進 し 、 外

注 契 約 か ら 雇 用 契 約 へ の 移 行 の 加 速 を 図 り 、 重 層 下 請 構

造 の 改 善 を 図 る べ き で あ る 。 建 設 現 場 に お け る 重 層 下 請

構 造 が 改 善 さ れ る こ と に よ り 生 産 性 向 上 が 期 待 で き る 。  

( 3 )  若 年 入 職 者 の 増 加 対 策  

 土 木 に 対 す る 魅 力 を ア ピ ー ル し 、 技 能 職 の 若 年 入 職 者

の 増 加 を 図 り 、生 産 性 の 向 上 を 図 る べ き で あ る と 考 え る 。

具 体 的 方 策 と し て は 、 東 日 本 大 震 災 の 建 設 業 の 貢 献 や 、

も の づ く り の 楽 し さ な ど 各 種 学 校 に 対 し て ア ピ ー ル を 行



う と い う も の で あ る 。 ま た 、 技 能 職 の 入 職 後 の 職 責 や 給

料 な ど 具 体 的 な キ ャ リ ア パ ス を 示 す こ と で 、 若 者 の 将 来

設 計 を 明 確 に す る こ と も 必 要 で あ る 。 ま た 、 前 に 述 べ た

給 料 制 お よ び 保 険 加 入 の 導 入 も 建 設 業 に お け る 魅 力 増 加

に つ な が る と 考 え る 。 こ の よ う に 、 技 能 職 に お け る 若 年

入 植 者 の 増 加 を 図 る こ と に よ り 、 現 場 に お け る 職 人 の 年

齢 構 成 の 若 返 り を は か る 。 こ れ に よ り 、 建 設 現 場 に お け

る 生 産 性 向 上 が 可 能 と な る と 考 え る 。 － 以 上 －  

考  察  

本 論 文 は 、 評 価 で は Ａ を 受 け て い る 。 一 般 的 に 、 生 産 性
を 阻 害 す る 要 因 と し て 、「 オ ー ダ ー メ ー ド 生 産 」 と 「 現 地
生 産 」、「 屋 外 生 産 」 の ３ 大 要 因 が 一 般 的 に い わ れ て い る と
こ ろ で あ る 。  

こ の 問 題 は 、建 設 業 界 に と っ て は 、古 く て 新 し い 問 題 で 、
こ れ ま で 散 々 議 論 さ れ て は い る も の の 、な か な か 解 決 の 糸
口 が 見 い だ せ な い と こ ろ が 本 音 で あ ろ う 。 議 論 も 百 花 繚 乱
で ど れ を と っ て も 回 答 案 に す る の が 難 し い と こ ろ だ ろ う 。 

当 論 文 は 、回 答 案 中 人 的 資 源 管 理 に 関 す る こ と が ２ 回 答 、
外 は 下 請 構 造 に 関 す る こ と で 、や や バ ラ ン ス に 欠 け て い る
こ と か ら 、 回 答 案 と し て は 、 一 般 的 に い わ れ て い る 阻 害 要
因 を 加 え て 、採 点 者 が 誰 で あ っ て も あ る 程 度 の 評 価 が 得 ら
れ る 内 容 で 修 正 し た 。  

な お 、 提 起 さ れ た 問 題 か ら 、 回 答 に 真 っ 直 ぐ 入 る こ と が
題 意 に 適 切 に 応 え る こ と と 考 え 、 冒 頭 の 「 は じ め に 」 は 削
除 し た 。  



（ １ ） 建 設 現 場 に お け る 生 産 性 の 阻 害 要 因  

( 1 ) - 1  単 品 ・ 屋 外 ・ 現 地 生 産  

建 設 生 産 は ， 計 画 的 な 生 産 が 難 し い 「 オ ー ダ ー メ ー ド 生

産 」 で あ る こ と 、 施 工 体 制 が 一 時 的 で 、 使 い 回 し が 聞 か な

い 「 単 品 生 産 」 で あ る こ と 。 ま た 、 作 業 の 大 部 分 は ア ウ ト

ド ア で あ り 、 気 象 ・ 海 象 等 の 自 然 条 件 の 影 響 を 受 け や す い

た め 、 事 前 に 十 分 な 予 測 が で き な い 「 不 確 実 性 」 や 「 変 動

性 」 が 大 き い 。 加 え て 、 現 場 施 行 が 原 則 で あ り 、 資 機 材

や 労 務 者 は 、 現 場 が ど ん な に 険 し く 遠 い 場 所 に あ っ て も

運 び 込 ま な け れ ば な ら な い と い っ た 問 題 が あ る 。  

( 1 ) - 2  重 層 下 請 構 造  

 重 層 化 に よ り 、 ① 設 計 ・ 施 工 情 報 の 偏 在 、 施 工 計 画 の

不 備 に よ る 図 面 な し で の 着 工 や 手 戻 り の 頻 発 、 ② 重 層 化

に よ る 諸 経 費 の 増 加 、 ③ 現 場 技 能 労 働 者 の 労 働 条 件 の 悪

化 、 ④ 専 門 工 事 業 の 細 分 化 、 小 規 模 化 、 不 良 不 適 格 業 者

の 介 在 の お そ れ 、 と い っ た 弊 害 が 生 じ て お り 、 建 設 生 産

シ ス テ ム の 観 点 か ら も 大 き な 問 題 と な っ て い る 。  

( 1 ) - 3  施 工 者 負 荷 構 造 の 是 正  

設 計 図 書 の 不 完 備 や こ れ に 関 連 し た 監 理 業 務 内 容 の 曖

昧 さ が あ る 中 で 、 そ れ に 起 因 す る 様 々 な リ ス ク を 、 発 注

者 ・ 設 計 者 で は な く 、 施 工 者 が 負 担 し て い る 場 合 が 多 く

見 受 け ら れ る 。 こ の た め 、 建 設 工 事 に 関 わ る 発 注 者 、 設

計 事 務 所 、 総 合 工 事 業 者 、 専 門 工 事 業 者 が 、 そ れ ぞ れ ど

う い う 役 割 を 分 担 す べ き か を 再 整 理 す る 中 で 、 発 注 者 ・



設 計 者 も そ れ ぞ れ の リ ス ク を 適 正 に 分 担 す る 関 係 を 構 築

す る な ど 、 施 工 者 側 の 負 荷 構 造 の 是 正 が 問 題 と な っ て い

る 。  

（ ２ ） 建 設 現 場 に お け る 生 産 性 の 阻 害 要 因 の 解 決 策  

( 2 ) - 1  単 品 ・ 屋 外 ・ 現 地 生 産  

建 設 現 場 に お い て は 、生 産 の 各 プ ロ セ ス（ 単 品 ・ 屋 外 ・

現 地 生 産 ） に お い て 、 多 く の 関 係 者 に よ る 様 々 な 情 報 が

流 れ て お り 、 効 率 的 な 施 工 管 理 が 必 要 と な る 。  

こ の こ と か ら 、 解 決 策 と し て 、 Ｉ Ｔ の 活 用 に よ り 関 係

者 間 の 情 報 共 有 や 情 報 伝 達 の 効 率 化 を 進 め る べ き で あ る 。 

Ｉ Ｔ の 活 用 に つ い て は 、 中 小 建 設 業 に お い て は あ ま り

進 ん で い な い こ と か ら 、 今 後 、 中 小 建 設 業 に お い て も 設

計 ・ 調 達 ・ 施 工 ・ 管 理 等 の 各 場 面 に お い て 、 Ｉ Ｔ に よ り

効 率 化 を 図 る ビ ジ ネ ス モ デ ル の 構 築 に 取 り 組 ん で い く こ

と が 必 要 で あ る 。  

( 2 ) - 2  重 層 下 請 構 造  

解 決 策 と し て 、 元 請 ・ 下 請 間 に お い て 効 率 性 を 阻 害 す

る よ う な 調 整 事 項 等 を 減 少 さ せ 、 生 産 性 の 向 上 を 図 る べ

き で あ る 。  

そ の た め 、  

① 設 計 ・ 施 工 情 報 の 共 有 、 施 工 条 件 の 明 確 化 と 契 約 の 文

書 に よ る 締 結 の 徹 底 を 通 じ た 調 整 の 手 間 や 情 報 の 錯 誤 等

の 減 少 を 図 る 。  

② 専 門 工 事 業 に つ い て 、 雇 用 管 理 、 品 質 管 理 、 保 証 等 が



可 能 な 程 度 ま で 規 模 を 拡 大 さ せ る 。  

③ 実 質 的 に 施 工 に 関 わ る 者 に 確 実 に 賃 金 が 行 き 渡 り 、 雇

用 責 任 が と れ る 現 場 ・ 直 用 化 等 を 実 現 さ せ る 。  

な ど を 進 め る べ き で あ る 。  

( 2 ) - 3  施 工 者 負 荷 構 造 の 是 正  

解 決 策 と し て 、 発 注 者 ・ 設 計 者 も そ れ ぞ れ の リ ス ク を

適 正 に 分 担 す る 関 係 を 構 築 す る べ き で あ る 。  

そ の た め 、  

① 設 計 ・ 施 工 会 社 へ の 企 業 再 編 等 も 視 野 に 入 れ た 設 計 ・

施 工 一 括 受 注 方 式 、 設 計 ・ 施 工 を 含 め た パ ー ト ナ リ ン グ

方 式 、 設 計 と 施 工 の す り 合 わ せ を 円 滑 に す る た め の 異 業

種 （ 設 計 ・ 施 工 ） 共 同 企 業 体 方 式 の 活 用 。  

② 工 事 着 手 前 に 、 発 注 者 ・ 設 計 者 や 施 工 者 が 、 施 工 途 中

で の 設 計 変 更 ・ 追 加 工 事 が 発 生 し た 場 合 の 責 任 及 び 費 用

負 担 の 明 確 化 を 契 約 書 で 謳 う 。  

な ど を 進 め て い く べ き で あ る 。  

－ 以 上 ―  

 


